
　
〈
要
望
書
〉

　
去
る
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方

を
中
心
に
未
曾
有
の
規
模
の
被

害
を
与
え
、
多
く
の
人
命
を
失

う
と
と
も
に
、
福
島
第
１
原
子

力
発
電
所
の
事
故
は
、
多
く
の

方
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
風
評
被
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た

る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
今
回
の

震
災
に
よ
り
、
１
万
棟
以
上
の

住
宅
や
店
舗
・
工
場
等
、
さ
ら
に

は
、
学
校
施
設
や
体
育
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
多
数
の
公
共
施

設
が
損
壊
す
る
な
ど
、
多
く
の

被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
者
等

へ
の
支
援
及
び
公
共
施
設
の
復

旧
等
に
つ
い
て
、
以
下
の
事
項

を
要
望
い
た
し
ま
す
。

①
見
舞
金
等
の
早
期
支
給

　
日
本
赤
十
字
社
等
か
ら
の
義

援
金
や
本
市
の
小
災
害
見
舞
金

に
つ
い
て
は
、
早
期
支
給
に
努

め
る
こ
と
。

②
住
宅
の
再
建
支
援

　
被
災
住
宅
の
改
築
・
改
修
に

対
す
る
利
子
補
給
制
度
な
ど
の

周
知
徹
底
を
図
り
、
住
宅
再
建

を
支
援
す
る
こ
と
。

①
公
共
施
設
の
早
期
復
旧

　
被
災
し
た
学
校
施
設
や
体
育

施
設
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施

設
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
復

旧
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
。

②
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
促
進

　
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、
公

共
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進
を

図
る
こ
と
。

　
災
害
に
対
す
る
融
資
制
度
の

周
知
徹
底
を
図
る
な
ど
、
農
・

商
・
工
業
者
の
早
期
の
復
旧
、

再
建
を
支
援
す
る
こ
と
。
ま
た
、

農
産
物
や
観
光
に
対
す
る
風
評

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
安
全

性
な
ど
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
。

①
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
検

出
状
況
を
注
視
し
、
環
境
対
策

に
万
全
を
期
す
こ
と
。

②
市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
大

き
く
影
響
し
た
計
画
停
電
を
回

避
す
る
た
め
、
実
効
あ
る
節
電

対
策
を
行
う
こ
と
。

　
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、
災

害
対
応
の
実
施
状
況
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
防
災

体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

①
市
民
生
活
の
復
旧
・
復
興
を

図
る
た
め
に
必
要
な
予
算
は
、

補
正
予
算
と
し
て
早
期
に
計
上

す
る
こ
と
。
な
お
、
国
か
ら
の

交
付
金
が
見
込
め
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
活
用
を
図

る
な
ど
財
源
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
。

②
現
下
の
状
況
を
鑑
み
、
復
旧
・

復
興
を
最
優
先
と
し
、
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
も
、
次
年
度
以
降
へ
の
先

送
り
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
補
正
減
す
る
な
ど
し
て
、

事
業
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

　
震
災
に
よ
り
市
内
に
避
難
し

て
い
る
在
宅
避
難
者
や
県
外
の

被
災
自
治
体
へ
の
支
援
に
も
配

慮
す
る
こ
と
。

　
わ
が
会
派
は
、
会
長
と
三
役
（
幹
事
長
、
総
務
会
長
、
政
調
会

長
）
が
、
平
成
23
年
６
月
１
日
、
佐
藤
市
長
に
「
東
日
本
大
震
災
の

支
援
・
対
策
に
係
る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

　
そ
の
際
、
佐
藤
市
長
と
「
被
災
者
等
へ
の
支
援
」
及
び
「
公
共
施
設

の
復
旧
」
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

①
市
と
し
て
、
震
災
後
最
大
限
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
こ
と

②
国
庫
支
出
金
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

③
財
源
の
確
保
の
た
め
、
事
業
の
見
直
し
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
市
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
わ
が
会
派
と
し
ま
し
て
は
、
６
月
の
一
般
質
問
や
常
任
委
員
会
な

ど
で
、
積
極
的
に
震
災
へ
の
支
援
・
対
応
を
取
り
あ
げ
、
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
要
望
書
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。


